
算数オンライン塾 10 月 16 日の問題 解説 
 

（解説） 

（１）５段目を書いてみましょう。 

 

（２）５段目から３つある頂点が２ 頂点と頂点の間の外側の辺を構成する円が４、それ

以外が６になります。 

87÷３＝29 ですから 29＋２＝31 で一番下が 31 個の円です。 

１＋２＋３＋・・・・＋31＝（１＋31）×31÷２＝16×31＝496 個…円の数 

２が３個 ４が 87 個ですから、496－87－３＝406 

（答え）406 個 

（３）６が書かれた数も１個、2 個、３個と増えていきます。 

（１＋A）×A÷２＝4950 とすると 

（１＋A）×A＝9900＝99×100 より A＝99 

つまり６だけの三角形の一番下に６の円が 99 個並んでいます。それより１個多い 100 が

一番下の段の４のついた円の数なので、一番下には 100＋２＝102 個の円が並びます。 

したがって 102 段。 

（答え）102 段 
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右の図のようになるので 

２×３＋４×９＋６×３＝６＋36＋18＝60 

（答え）60


